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２ 予算の執行状況 

 

(1) 収益的収入及び支出（記載金額は消費税及び地方消費税額を含む。） 

収益的収支に係る予算の執行状況は、次のとおりである。 

 

ア 収益的収入の予算執行状況 

　　収　入 (単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額
予算現額に対する

決算額の増減
執行率

下水道事業収益 7,678,735 7,779,144 100,409 101.3
　営業収益 5,146,191 5,124,327 △ 21,864 99.6
　営業外収益 2,532,144 2,642,983 110,839 104.4
　特別利益 400 11,834 11,434 2958.5                                 

 

（備考） 決算額には、仮受消費税及び地方消費税 428,265 千円を含む。 

営業収益は、下水道使用料 46億 5,388万 4千円及び雨水処理負担金 2億 9,709万７千円が主な

ものである。営業外収益は、長期前受金戻入（注）20億 6,304万 3千円及び他会計補助金 5億 7,664万

円が主なものとなっている。 
 

（注）１ 長期前受金：減価償却を行うべき固定資産の取得又は改良に充てるための補助金等の交付を受けた場

合における、その交付を受けた金額に相当するもの 
 

   ２ 長期前受金戻入：償却資産の取得又は改良に伴い交付される補助金等について負債に計上した長期前

受金のうち、減価償却見合い分を収益化したもの  

 

イ 収益的支出の予算執行状況 

　　支　出 (単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額 不用額 執行率
下水道事業費用 7,131,900 6,831,079 300,821 95.8
　営業費用 5,956,580 5,692,244 264,336 95.6
　営業外費用 1,030,051 1,017,634 12,417 98.8
　特別損失 135,309 121,201 14,108 89.6
　予備費 9,960 0 9,960 0  

（備考） 決算額には、仮払消費税及び地方消費税 150,079 千円並びに消費税及び地方消費税納付額 

 190,427 千円を含む。 

営業費用は、減価償却費 36億 9,643万 2千円や、処理場費 10 億 7,022 万 8 千円が主なもので

ある。また、営業外費用は、企業債や借入金に係る支払利息 8 億 2,720 万 7 千円が主なものとな

っている。 
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 (2) 資本的収入及び支出（記載金額は消費税及び地方消費税額を含む。） 

資本的収支（設備投資など、支出の効果が翌年度以降に及び、将来的な収益に対応することとな

る取引などの収支）に係る予算の執行状況は、次のとおりである。 
 

ア 資本的収入の予算執行状況 

　　収　入 （単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額
予算現額に対する

決算額の増減
執行率

資本的収入 13,185,346 9,931,091 △ 3,254,255 75.3
  企業債 8,231,400 5,391,000 △ 2,840,400 65.5
  補助金 4,152,626 3,761,635 △ 390,991 90.6
　負担金 801,320 778,456 △ 22,864 97.1

 

資本的収入は、企業債 53億 9,100万円、補助金 37億 6,163万 5千円が主なものである。 

なお、企業債借入額 53億 9,100万円のうち、44億 1,420万円を前年度に企業債前借として

借り入れており、企業債の実収入額は 9億 7,680万円である。 

 

イ 資本的支出の予算執行状況 

　　支　出 （単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率

資本的支出 15,675,625 9,522,091 5,568,767 584,767 60.7
  建設改良費 12,076,381 5,935,848 5,568,767 571,766 49.2
  企業債償還金 3,589,244 3,586,243 0 3,001 99.9
  予備費 10,000 0 0 10,000 0

（備考） 決算額には、仮払消費税及び地方消費税 496,408 千円を含む。 
 

資本的支出は、建設改良費のうち管渠建設費 42億 6,735万 9千円及び浄化センター建設費

15億 5,930万 2千円並びに企業債償還金 35億 8,624万 3千円が主なものである。建設改良費

の繰越額は、中央浄化センター及び南部浄化センター各施設の改築工事などを翌年度に繰り越

したことによる。 

 

ウ 資本的収支の不足額 

先に述べたように、本年度の企業債借入額 53億 9,100万円のうち、44億 1,420万円を前年

度に企業債前借として借り入れている。 

このため、資本的支出額における不足額は、以下のとおりとなる。 

 

資本的収入額  元年度に前借した企業債  資本的支出額    資本的収支不足額 

   （9,931,091千円  －  4,414,200千円）－ 9,522,091千円 ＝ △4,005,200千円 

   

   資本的収支不足額（4,005,200千円）については、全額、一時借入金（起債前借）で措置して

いる。 

なお、前年度まで不足額を補てんしていた補てん財源（消費税及び地方消費税資本的収支調整
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額・減債積立金・損益勘定留保資金）については、本年度は使用していない。 

 

（備考） 

１ 一時借入金（起債前借）：企業債の前借分。 

２ 消費税及び地方消費税資本的収支調整額：仮受消費税額等と仮払消費税額等との差額から特定収入見合消費

税額を除いたものを、資本的収支予算の調整額として会計上別途内部留保するもの。 

３ 減債積立金：特定の目的のため議会の議決を経て積み立てた積立金の１つで、補てん財源として使用できる。 

４ 損益勘定留保資金：実際の支出が行われずに帳簿上計上される費用の合計額。内部留保資金にできる。 

 

 

 

 

 


